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一第2回親子運動会一
　さわやかな秋晴れに恵まれた9月26日、幼

稚園の第2回親子運動会が、元気いっぱいに

行なわれました。

園児数も年ごとに増加し、いまでは267

名にのぼり、広いと思った運動場も狭くなっ

てしまいました。

（写真は小旗のメリーゴーランドを踊る園児たち）
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広報こうなん（2昭和51年10月20日

．
昭
和
五
十
年
度
決
算

村
の
財
政
事
情
の
公
表

　
昭
和
五
十
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
は
、
歳
入
総
額
八
億
八
千
二

百
三
十
四
万
六
十
六
円
、
歳
出
総
額
は
八
億
七
千
五
百
四
十
五
万
一
千
五
百

三
十
四
円
で
、
差
引
六
百
八
十
八
万
八
千
五
百
三
十
二
円
の
剰
余
金
を
出
し

ま
し
た
。

業
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
民
生
費
に

お
け
る
保
育
所
の
増
築
工
事
等
の
建
設

事
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

（単位円）

　
一
般
会
計
決
算
概
要

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
歳

入
で
は
、
当
初
か
ら
厳
し
い
財
政
事
情

下
に
あ
り
、
税
収
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
落
込
み
に
よ
っ
て
非
常
に
苦
し
い
予

算
で
し
た
が
、
極
力
一
般
的
経
費
の
節

減
を
は
か
り
、
国
・
県
の
補
助
金
の
確

保
に
力
を
そ
そ
い
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
度
末
に
い
た
り
、
税
の
減

収
を
補
て
ん
す
る
た
め
の
地
方
債
が
発

行
さ
れ
た
た
め
右
の
剰
余
金
を
出
し
て

決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
事
業

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
木
費
を

中
心
と
し
た
道
路
の
新
設
、
改
良
、
舗

装
（
十
二
路
線
）
農
業
費
に
お
け
る
農

道
整
備
、
舗
装
（
九
路
線
）
及
び
基
盤

整
備
事
業
を
中
心
と
し
た
各
種
補
助
事

村税の内訳
区　　　分 収　入　額 一世帯当り

村　　民　　税 92，942，831 47，541

固定資産税 106，456，830 54，451

軽自動車税 3，918，920 2，005

たばこ消費税 12，627，600 6，459

電気ガス税 10，203，289 5，219

特別土地保有税 9，666，370 4，944

合　　　計 235，815，840 120，622

財

建
設
事
業
は

幹
線
道
路
整
備
に
重
点

　
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
ま
．
で
、

に
学
校
校
舎
、
幼
稚
園
，

舎
、
保
育
所
、
集
会
所

な
ど
の
建
物
工
事
が
ほ

ぼ
終
了
し
た
た
め
、
五

十
年
度
は
、
特
に
幹
線

道
路
整
備
事
業
に
力
を

そ
そ
い
で
ま
い
り
ま
し

分担金及び負担金　15，324，435円

使用料及び手数料　11，558，990円

財産収入　　 4，560，300円

寄附金　 2，050，000円

繰越金　 18，468，743円

諸収入　10，170，194円

その他の内訳

騰繍，寸1：蕪il§1｝4・2％

（50年度事業）

た
。
整
備
の
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で

す
が
、
村
内
全
域
に
わ
た
る
よ
う
、
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
一
般
道
路
、
あ
る

い
は
、
農
道
整
備
事
業
と
し
て
改
良
や

舗
装
を
行
い
、
全
体
で
は
、
二
十
一
路

線
に
達
し
ま
し
た
。

般

村　　税
235，815，840円

＼　　26．7％

）
○

　
　
心
s
害

贈　
　
①
撃
ω
思
・
量

柳　
　
S
・
£
。

訳鍔
　
　
　
　
　
ぞ

一
依

　　歳　入

882，340，066
　　　　　　　円

国、県支出金

183，677，564

　　　　円
　20．8％

存
，
財
h
・
，
源
㌦

源

地方交付税
296，167，000円

　　33．6％

○
）

道路整備の状況
地　区　名 実施状況 地　区　名 実施状況

成　沢　地－内 2路線 須賀広地内 2路線
御正新田地内 1路線 野　原　地　内 1路線
三　本　地　内 2路線 板　井　地　内 1路線
樋　春地　内 3路線 塩　　地　　内 1路線
押　切　地　内 3路線
上新田地内 1路線
小江川地内 4路線



昭和51年10月20日

　　●
　　（単位円）

3）広報こうなん

歳出の内訳

、

　
　
（

区　　　分 決　算　額 構成費 前年対比 一世帯の額

議　会　費 28，392，525 3．2％ 20．2％ 14，523

総　務　費 211，245，095 24．1％ 55．7％ 108．0541

民　生　費 79，705，570 9．1％ 29．9％ 40，770

衛　生　　費 22，401，！46 2．6％ 18．9％ ll，458

農林水産業費 216，404，018 24．7％ △34．0％ 110，693

商　工　費 3，385，215 0．4％ △10．4％ 1，732

土　木　費 ll4，600，198 13．1％ 25．3％ 58，619

消　防　費 44，787，910 5．1％ 0．9％ 22，909

教　育　費 102，299，980 ll．7％ △42．0％ 52，327

災害復旧費 0
公　債　　費 52，229，877 6．0％ 32．2％ 26，716

諸支出金 0
予　備　　費 0

歳出合計 875，451，534 100．0％ △7．2％ 447，801

　昭和51年度予算に対する

　収入及び支出φ概況（6月30日現在）

よを　　　　ほ　　じイイセエぜおまで　　そ
斐　萎人魂礎網護収　越の
付　 出　 付取及及与税　　税　　金　　金　　金得　金び　料び　税　　入　　債　　金　　他

2億円

1億円
r＼

歳出

］］u－u
f算纏額8億2，669万4干円

収人済額2億5，337万円

馬
－

『

支出済額1億3，614万2千円

歳入 口弄算額
回収入済額

歳出
【＝コf算額

匡］支出済額
～

：し

1ぐ

こ

二3

7

農
林
水
産
業
費

教　　総

務
　
費

育
　
費

土
　
木
　
費

民
　
生
　
費

公
　
債
　
費

消
　
防
　
費

議
　
会
　
費

衛
　
生
　
費

商
　
工
　
費

そ
　
の
　
他

性　　質　　別
歳　出　内　訳

（単位円）

覧

そ　　の　　他

■
覧
　
　
7
二

ず’

，　隔

140，463，949円
・1

16．0％
c　　驚

．ぞ

物件費8．7％ 」『．o

75，911，713円
9　　　●

補助費、扶助費 ，　　噛

128，775，299円 ・♪

14．7％

馬

嚇㌔

4

人　　件　　費 ず

270，562，428円 9支・

30．9％
偽　　　o

馬o

∫
」，』

㌧　・

．ぞ

建設事業費 ●』騨

259，738，！52円

29．7％ 亀髄覧

し　，，

歳入

円
　
　
円

億
　

億

1
　
　
　
　
　
　
1
玉

2億円

3億円

選
挙
人
名
簿
定
時
登
録

有
権
者
は
五
千
九
百
八
十
四
名
に

定
時
登
録
は
、

毎
年
九
月
一
日

現
在
に
よ
り
、

選
挙
人
名
簿
に

新
ら
し
く
登
録

・
さ
れ
る
か
た
を

調
査
し
九
月
十

日
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

な
お
、
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と
き
は

選
挙
時
登
録
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
定
時
登
録
は
、
次
の
要
件
で

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
二
日
ま
で
に

　
生
れ
た
か
た

一
、
江
南
村
に
転
入
し
、
五
十
一
年
六

　
月
一
日
ま
で
に
住
民
登
録
を
し
た

　
か
た

以
上
の
結
果
、
三
百
二
十
七
名
が
登

録
に
な
り
、
死
亡
、
転
出
等
に
よ
り
抹

消
さ
れ
た
か
た
が
二
百
六
十
四
名
と
な

り
ま
し
た
。

　
投
票
区
別
有
権
者
数

各
投
票
区
別
の
有
権
者
（
登
録
者
）

数
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
九
月
十
日
現
在

投票区名 男 女 計 前　　　回
50年9月 増減

第1投票区 601 630 1，231 1，212 十19

第2投票区 647 652 1，299 1，284 十15

第3投票区 585 605 1，190 1，159 十31

第4投票区 568 624 1，192 1，153 十39

第5投票区 535 537 1，072 1，006 十66

合　　　計 2，936 3，048 5，984 5，814 十170



広報こうなん（4昭和51年10月20日

　
昭
和
五
十
年
度
中
、
み
な
さ
ま
の
各

ご
家
庭
で
使
用
し
て
い
た
だ
い
た
水
は

一
戸
平
均
三
七
・
五
立
方
m
（
ド
ラ
ム

缶
で
約
一
九
〇
本
）
、
一
人
一
カ
月
平

均
三
〇
一
2
で
し
た
。

　
水
の
使
用
量
は
、
生
活
水
準
の
向
上

と
共
に
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
給
水
施
設
整

備
に
費
用
が
か
か
り
、
ま
た
、
水
道
会

計
は
、
公
営
企
業
法
に
よ
っ
て
独
立
採

算
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　
五
十
年
度
も
、
合
理
化
運
営
に
努
力

い
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
六
百
二
十
万
七
千
円
の
純
損
失

金
額
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
四
十
一
円
の
収
入
を
得
る
の
に

　
　
五
十
二
円
の
費
用
が
か
か
る

　
一
立
方
m
に
お
け
る
供
給
単
価
（
販

売
価
格
）
は
平
均
四
十
一
円
八
六
銭
で
、

給
水
原
価
（
販
売
費
用
）
が
五
十
二
円

二
十
五
銭
と
費
用
の
方
が
多
く
か
か
っ

た
た
め
、
赤
字
経
営
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
四
月
か
ら
水

道
料
金
を
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次

第
で
す
。

給
水
戸
数
一
千
七
百
十
六
戸

　
五
十
年
度
中
の
給
水
戸
数
、
配
水
量

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

赤
字
額
六
百
二
十
万
七
千
円

な
ど
は
、

給
水
戸
数

給
水
人
口

配
水
総
量

　
一
日
最
大

　
一
日
平
均

有
収
水
量

有
収
率

　
　
　
経

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
一
、
七
一
六
戸

　
　
八
、
四
六
八
人

九
三
二
、
四
三
一
3
M

　
　
三
、
一
五
〇
3
M

　
　
二
、
五
五
五
，
M

七
七
一
、
五
五
六
，
M

　
　
　
八
二
・
七
％

費

○
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
収
入
　
　
四
七
、
〇
五
七
千
円

　
支
出

　
　
　
五
三
、
二
六
四
千
円

純
損
失

　
　
　
　
六
、
二
〇
七
千
円

○
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　
収
入

　
　
一
三
二
、
七
一
〇
千
円

　
支
出

　
　
二
一
六
、
四
二
六
千
円

　
収
支
不
足
金
額
は
、

　
三
、
七
一
六
千
円
と
な
り

　
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
金
の
不
足
額
は

過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金

で
補
て
ん
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
国
保
会
計
の
約
七
十
九
・
四
％
を

　
　
　
　
　
占
め
る
医
療
費
は
、
前
年
に
対
し
、

　
算
＋
四
充
％
と
非
常
に
高
い
伸
び
率

険
決
　
　
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
歳
入
総
額

保
計
費
で
一
億
二
千
七
百
七
＋
六
万
七
千
百

康
会
療
二
＋
九
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
一
億

健
別
医
一
千
二
百
五
＋
五
万
五
千
七
百
二
＋

民
特
は
九
円
と
な
り
、
差
引
早
五
百
二
＋

昭和50年度国

消
火
器
の
押
し
売
り
に
気
を
つ
け
て
！

火
災
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
　
「
消
防
署

か
ら
来
た
尊
と
か
園
　
「
役
場
か
ら
た

の
ま
れ
て
来
た

凶
な
ど
と
う
そ

を
つ
い
て
消
火

器
を
高
い
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

で
強
引
に
売
り
　
　
　
a

つ
け
よ
う
と
す

る
悪
質
な
販
売

員
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
特

に
最
近
新
築
さ

れ
た
家
が
、
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

）

　
現
在
、
消
防
署
や
役
場
で
は
、
消

火
器
の
あ
っ
せ
ん
や
、
販
売
を
行
な

　
　
　
　
　
　
　
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

O
　
　
　
　
　
　
各
ご
家
庭
に
消
火

　
　
　
　
　
　
　
器
が
設
置
さ
れ
る

転
篠
赴
多

．
響
莫
章

消
防
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

　
服
装
、
コ
ト
バ
使
い
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
知
ら
せ
く
だ
さ

』
）

ノ

　
こ
と
は
、
、
．
好
ま
し

　
い
こ
と
で
す
が
、
■

法
律
上
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で

不
審
に
思
え
る
場

合
は
熊
谷
警
察
署

　
（
電
話
、
二
一
1

0
0
四
二
）
に
お

い
。

％
　
一
万
一
千
四
百
円
の
剰
余
金
を
残
し

9
て
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

7
こ
の
内
容
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、

　
　
保
険
税
は
前
年
に
対
し
て
、
十
三
・

　
　
五
％
増
で
、
一
世
帯
平
均
三
万
九
千

　
　
二
百
九
十
五
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
一
世
帯
当
り
診
療
費
に
つ

　
い
て
見
ま
す
と
、
八
万
三
千
五
百
五
十

　
三
円
と
な
っ
て
お
り
、
被
保
険
者
一
入

　
が
こ
の
一
年
問
に
約
四
、
五
回
病
気
に

　
か
か
り
、
日
数
で
は
、
十
五
日
間
通
院

　
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
加
入
状
況
（
五
十
年
度
末
）

・
加
入
世
帯
数
　
一
、
〇
五
五
世
帯

　
被
保
険
者
数
　
三
、
五
一
二
人

　
加
入
割
合
　
　
　
　
　
四
一
％

　
助
産
費
、
葬
祭
費
を
増
額

　
　
本
年
四
月
一
日
か
ら
、
お
子
さ
ん
が

　
生
れ
た
と
き
、
ま
た
、
被
保
険
者
が
、

　
死
亡
し
た
と
き
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
る

　
助
産
費
お
よ
び
葬
祭
費
が
次
の
と
お
り

　
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は
改
正

　
前
の
金
額
で
す
。

　
　
助
産
費
　
　
四
万
円
（
二
万
円
）

　
　
　
　
　
ゾ

　
　
　
　
　
｝
）

　
葬
祭
費
　
　
二
万
円
（
一
万
円
）

高
額
療
養
費
三
万
九
千
円
に

　
従
来
高
額
療
養
費
は
自
己
負
担
三
万

円
を
超
え
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
年
八
月
一
日
か
ら
三
万
九
千
円

を
超
え
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

その他の支出0，5％

保健施設費3，0％

纂蕪麓8，2％

総　務　費8．9％

療養給付費79，4％

●収入の部

600

3．338

9．221

　　　9，993

　　89，402

●支出の部

71，207

42，045

10，000

2，313　　　［

2，2・・　E二二

55．7％国・県支出金

32．9％f呆　　　険　　　税

7．8喋講遵

1．8％繰　越　金

L8％その他の収入
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納め忘れの保険料はありませんか

　　　　国民年金保険料

　
満
額
年
金
で
、
老
後
を

豊
か
に
暮
ら
す
た
め
、
保

険
料
は
い
つ
も
き
ち
ん
と

納
め
て
癒
き
曇
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
国
民
年
金
は

年
を
と
っ
て
か
ら
の
老
齢

年
金
や
通
算
老
齢
年
金
ば

か
り
で
な
く
、
ケ
ガ
を
し

た
り
、
両
親
に
な
く
な
ら

れ
た
り
し
た
よ
う
な
場
合

は
、
障
害
年
金
や
遺
児
年

金
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
不
幸
に
も
途
中

で
夫
が
死
亡
し
、
母
子
家

庭
に
な
っ
た
と
き
は
、
母

子
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
み
ん
な
に
平

等
に
与
え
ら
れ
る
筈
鯨
生
活
、
保
障
も
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
大
変
で

す
。　

年
金
を
受
け
る
に
は
、
一
定
期
間
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
す
し
、
年
金
額
も
保
険
料
を
納
め

た
期
間
を
も
と
に
し
て
計
算
さ
れ
る
か

ら
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
指
定
さ
れ

た
納
期
限
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
と
時

効
と
な
り
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
時
効
と
い
う
と
得
を
し
た
よ
う
で

す
が
実
は
将
来
、
年
金
が
も
ら
え
な
い

と
か
年
金
額
が
少
な
い
と
い
う
大
き
な

損
失
が
そ
の
人
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
が
な
い
か

　
　
　
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い

　
な
お
、
収
入
が
少
な
い
か
た
や
病
人

が
い
る
た
め
、
生
活
が
苦
し
く
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
役
場
年

金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

統
制
小
作
料
・

　
　
　
二
割
引
上
げ

　
　
今
年
支
払
分
か
ら

　
農
林
省
は
、
四
十
二
年
改
定
以
来
九

年
間
据
え
置
か
れ
て
い
た
、
統
制
小
作

料
の
引
上
げ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
統
制
小
作
料
は
、
農
地
法
に
よ
り
、

毎
年
経
済
事
情
を
考
え
合
せ
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
改
定
さ
れ
た
主
な
理
由
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
四
十
九
年
か
ら
五
十
年
の
全
国
的
な

　
改
定
に
よ
っ
て
標
準
小
作
料
が
上
昇

　
し
て
い
る
こ
と

②
三
＋
八
年
以
来
据
え
置
き
の
一
般
農

　
地
の
固
定
資
産
税
が
五
十
一
年
か
ら

　
二
年
問
で
二
割
ず
つ
引
上
げ
ら
れ
る

　
「
お
庭
の
お
掃
除
道
路
ま
で
」
…
こ

れ
は
、
あ
る
小
学
校
の
女
子
の
作
っ
た

“
道
路
愛
護
”
の
入
選
標
語
で
す
。

　
道
路
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
気
持

が
卒
直
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
の
庭
は
、
時
々
掃
く
が
地
続

き
で
あ
っ
て
も
、
道
ま
で
掃
く
人
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

に
道
ま
で
掃
い

た
ら
い
つ
も
き
れ
い
に
な
っ
て
、
気
持

の
よ
い
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
頃
は
ど
う
で
し
ょ
う
■

か
。
道
路
を
「
ご
み
捨
て
場
」
と
勘
違

い
℃
て
、
畑
の
草
や
石
こ
ろ
な
ど
を
放

り
出
し
た
り
、
木
の
根
や
大
き
な
石
を

道
端
に
積
ん
で
お
く
不
心
得
者
が
多
く

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
は
折
角
基
盤
整
備
な
ど
に
依

っ
て
広
が
っ
た
道
も
狭
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ま
た
、
樹
木
の
枝
葉
が
垣
根
を
越
え

道
路
ま
で
出
て
視
界
を
妨
げ
て
い
る
所

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
も
枝
下
が

三
m
以
上
の
木
な
ら
ま
だ
し
も
、
耕
転

機
、
自
動
車
な
ど
の
運
転
視
野
を
さ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
他
人
が
迷
惑
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
自
分
の
為
で
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
も
う
一
度
我
が
家
の
現
状
を
調
査

し
て
、
一
日
も
早
く
伐
採
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん

が
、
気
持
良
く
、
安
心
し
て
通
行
で
き

ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
1
一
村
民
よ
り
ー

　
こ
と

③
生
産
資
材
な
ど
諸
物
価
が
上
昇
し
て

　
い
る
こ
と

　
以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
今
年
か
ら

支
払
う
統
制
小
作
料
は
、
い
ま
ま
で
よ

り
、
二
割
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
産
業
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

農
家
台
帳
を
整
備

　
　
調
査
に
ご
協
力
を

　
農
家
台
帳
は
、
地
域
農
業
振
興
お
よ

び
農
政
活
動
の
基
礎
資
料
と
し
て
大
変

重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
農
家
の
み
な
さ
ま
に
関

係
の
あ
る
農
業
委
員
の
選
挙
資
格
や
農

地
の
取
得
や
、
農
家
の
分
家
、
改
築
な

ど
に
必
要
な
農
家
証
明
発
行
の
も
と
と

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
切
な
農
家
台
帳
で
す

か
ら
、
最
近
の
農
家
の
実
態
を
よ
り
正

確
に
つ
か
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

十
一
月
に
調
査
票
を
配
布

　
そ
こ
で
、
こ
の
十
一
月
十
日
頃
ま
で

に
、
地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
を
通
じ
て

調
査
票
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
者
で
、

調
査
票
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
地
元

農
業
委
員
さ
ん
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
収
入
と
税
金

　
最
近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と
い

う
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税
に

つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が
、

年
間
七
六
万
円
（
月
平
均
約
六
万
三
千

円
）
以
下
で
、
他
の
所
得
が
な
い
場
合

に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
収
入
が
年
間
七
〇
万
円
（
月

賜　　　　　　　　も
ハ。一ト鰍入ヒ所得1税

講講朽
襯麟　配」軒の年収

受1おれ5

　　　かか5なo

繋。力囑

70万鵬圷

瞬朧
％万円超

平
均
約
五
万
八
干
円
）
以
下
で
あ
れ
ば

ご
主
人
の
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
（
熊
谷
税
務
署
）

一10月の納税一

　村・県民税…

　　　　・第3期分
　国民健康保険税…

　　　　・第4期分

納期限は

　　11月1日です

◆お父さん　，

納税すんだの僕の家◆
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＝村民球技大会二
ソフトボール・野球に熱戦

　
体
育
協
会
主
催

の
村
民
球
技
大
会

は
去
る
八
月
一
日

と
八
日
の
両
日
、

荒
川
グ
ラ
ン
ド
と

柴
運
動
場
で
白
熱

し
た
試
合
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

戦
に
は
各
字
か
ら

二
十
七
チ
ー
ム
、

野
球
に
は
、
四
チ

ー
ム
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優
　
勝
　
樋
春
B
チ
ー
ム

　
第
二
位
　
中
央
第
ニ
チ
ー
ム

　
第
三
位
　
野
原
グ
リ
ー
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ム

○
野
球
の
部

優
勝
　
板
井
チ
ー
ム

　
第
二
位
　
御
正
第
ニ
チ
ー
ム

㎜
＋
月
三
吉

凸
十
分
か
ら
、
能
描

陥
谷
地
方
庁
舎
で

㎜
「
蔑
教
育
問

晶
題
に
つ
い
て
」

陥
の
県
民
討
論
会

吊
が
開
催
さ
れ
ま

（
土
）
午
後
一
時
三

優
勝
し
た
樋
春
チ
ー
ム

第
三
位
　
須
賀
広
チ
ー
ム

つ
い
て
の
資
料
も
用
意
し
て
あ
り
ま
一

県
民
討
論
会

　
お
気
軽
に
ご
参
加
を

十
月
三
十
日
　
熊
谷
地
方
庁
舎
で

ー
高
校
教
育
間
題
に
つ
い
て
ー

畑
す
。
な
お
当
日
は
高
校
教
育
問
題
に

9
曳
く
く
9
・
㌦
‘
6
．
‘
魯
（
．
甲
：
．
ゴ
．
．
電
．
8
零
．
『
●
，
．
9
3
．
『
●
・
．
一
零
．
。
昌
．
9
零
量
．
8
唇
9
ε
．
．
9
じ
3
g
．
．
：
．
“
．
9
書
．
9
ー
．
9
；
．
9
巴
．
9
書
．
．
星
6
．
8
G
9
星
．
－
・

い
。

　
　
　
　
　
す
の
で
、
お
気
軽
晶

　
　
　
　
　
に
ご
出
席
－
だ
さ
㎜

　
　
　
　
　
い
．
◎
く
わ
嘉

　
　
　
　
　
く
は
、
熊
谷
地
方
昂

　
　
　
　
　
県
民
セ
ン
タ
ー
に
晶

　
　
　
　
　
お
問
合
せ
く
だ
さ
舶

　
電
話
（
二
三
）
二
八
〇
一
　
吊

㌔
く
ワ

～
　
江
南
村
商
工
会
青
年
部
で
は
、
さ

NN
る
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま

凶
で
の
三
日
間
、
中
学
校
校
庭
で
納
涼

囚～
盆
踊
り
大
会
を
実
施
し
、
盛
況
の
う

NN
ち
に
終
了
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
村
民

脚
の
み
な
さ
ま
も
ご
存
知
の
こ
と
と
思

NN
い
ま
す
。
い

脚
ま
ま
で
で
す

N脚
と
、
こ
の
よ

NN
う
な
催
し
を

四
行
な
う
と
、
と
か
く
寄
附
金
集
め
で

NN
は
な
い
か
と
、
い
ぶ
か
る
か
た
も
多

NN
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の

N
同
青
年
部
の
主
催
の
意
図
は
、
あ
く

個個
ま
で
も
社
会
福
祉
事
業
の
一
助
に
と

NN
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

q
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z

N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

商
工
会
青
年
部
か
ら
寄
附
金

あ
ゆ
み
の
箱
に
四
万
四
千
円

こ
の
期
間
中
「
恵
ま
れ
な
い
こ
ど
も
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膚

に
愛
の
手
を
」
と
題
し
た
、
あ
ゆ
み
N

の
箱
を
会
場
入
口
に
設
置
し
ま
し
た
。
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
そ
し
て
、
大
勢
の
み
な
さ
ま
か
ら
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
金
N

が
四
万
四
千
百
六
十
八
円
に
も
達
し
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
っ
そ
く
、
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
茎
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
額
を
村
に
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
寄
附
く
だ
帽

さ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

げ
ま
す
。
村
で
は
、
さ
っ
そ
く
社
会
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

福
祉
協
議
会
の
費
用
に
受
入
れ
さ
せ
N

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
恵
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

ま
れ
な
い
こ
ど
も
達
の
た
め
に
使
わ
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
N

ト
ζ
Z
～
Z
～
～
Z
～
～
～
、
Z
～
Z
～
Z
～
～
ζ
Z
～
Z
～
～
Z
、
Z
～
～
～
Z
～
し

落
と
し
た
ス
ズ
メ
干
一
一
百
羽
除
を
行
な
い
ま
し
た
．
A
7
年
は

1
猟
友
会
が
害
鳥
駆
除

昨
年
に
引
き
続
き
九
月
十
二
、
十
三

のメスム鳥有日の十十
駆）ズレ＿害間四八七

落
と
さ
れ
た
ス
ズ
メ

　
　
　
不
順
な
天
候
に
見
舞
れ
、
作
柄

　
　
　
が
心
配
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

例
年
よ
り
も
多
い
ス
ズ
メ
の
大
群
に
農

家
の
か
た
も
、
被
害
を
大
変
気
に
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
村
で
は
、
猟
友
会
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
と
く
に

前
半
は
雨
に
た
た
ら
れ
、
カ
ッ
パ
を
着

て
の
射
撃
で
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
各
所
で
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
中
使
用
し
た
散
弾
三
千
発

打
ち
落
し
た
ス
ズ
メ
は
千
二
百
羽
に
達

愛
銃
を
手
に
猟
友
会
の
か
た
が
た

し
ま
し
た
。

や
一
－
麟
響
0
3
1
3
1
3
1
3
塾
曽
1
3
1
一
｝
1
冒
－
昌
1
3
6
（
i
昌
⑮

炉＿＿、くらしのちえ…一一

領
収
書
の
保
存
期
間

〇
五
年
保
存

国
税
、
地
方
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
水

道
料
な
ど
の
公
金
関
係
、
地
代

月
賦
代
金
、
商
売
上
の
貸
借
関

係
な
ど
。
た
だ
し
国
民
年
金
保

険
料
の
領
収
書
は
老
齢
年
金
を

受
け
取
る
ま
で
保
存
し
て
く
だ

さ
い
。

）

）

）
）
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の
晶
ほ
と
さ
ん
鮭
鋸
慧
聾
羅

鴨
作
曾
螺
㌔
て
あ
詮
．
山
を
．
り
ま
，

よ
　
す
ず
き
け
ん
い
ち
字
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
き
ょ
う
は
、
ぼ
く
は
お
と
う
さ
ん
、
　
　
　
　
　
　
　
江
南
南
小
　
五
の
一

お
か
あ
さ
ん
、
よ
う
い
ち
、
あ
す
か
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
す
み
子

五
に
ん
で
ち
ち
ぶ
へ
い
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
こ
の
間

　
さ
い
し
ょ
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
、
ほ
　
　
四
、
五
、
六
年
の
字
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

と
さ
ん
に
の
ぼ
り
、
さ
る
を
み
ま
し
た
。
　
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
る
の
あ
か
ち
ゃ
ん
が
、
び
っ
こ
を
　
　
　
自
分
の
試
合
の
番
が
来
る
ま
で
は
、

ひ
い
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
は
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
が
、
試

　
ぼ
く
は
、
　
「
け
ん
か
で
や
ら
れ
た
の
　
　
合
の
番
が
来
る
と
も
う
胸
は
ど
き
ど
き

か
な
、
小
さ
い
か
ら
ま
け
ち
ゃ
っ
た
の
　
　
し
て
い
ま
し
た
。

か
な
凶
と
お
も
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
野
原
チ
ー
ム
は
、
須
賀

　
り
ょ
う
ほ
う
の
あ
し
が
い
た
い
の
と
　
　
広
チ
ー
ム
と
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー
て
ふ
と
　
鴇
灘
叫
優
勝
し
た
の
で
負
け
る
か
な
と
思
い
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
で
も
、
野
原
チ
ー
ム
の
方
が
勝

　
バ
ナ
ナ
を
た
べ
て
い
ま
し
た
。
お
か
　
・
ち
だ
し
て
く
る
と
、
ど
ん
ど
ん
や
る
気

あ
さ
ん
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
を
も
っ
　
　
が
出
て
き
ま
し
た
。

て
い
た
ら
、
さ
る
が
き
て
と
っ
て
い
き
　
　
　
最
後
の
方
に
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
が
ス
ピ
ー
ド
が

　
お
か
あ
さ
ん
が
、
　
「
こ
ら
、
か
え
し
　
　
あ
る
球
で
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ば
っ

て
、
か
え
し
て
已
と
い
っ
た
ら
、
か
ら
　
　
か
り
入
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
バ
ッ
タ

っ
ぽ
だ
っ
た
の
で
ふ
く
ろ
を
は
な
し
ま
　
　
ー
を
ア
ウ
ト
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
た
。
そ
れ
か
ら
し
か
を
み
ま
し
た
。
　
　
　
そ
し
て
、
こ
の
試
合
は
、
野
原
チ
ー

　
は
っ
ぱ
を
ひ
ろ
っ
て
し
か
に
や
り
ま
　
　
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。
あ
と
は
優
勝
を
め

し
た
。
あ
す
か
は
さ
い
し
ょ
、
お
そ
ろ
　
　
ざ
す
だ
け
で
す
。

　
こ
の
次
の
試
合
は
、
も
う
準
決
勝
で

相
手
は
昨
年
優
勝
し
た
板
井
チ
ー
ム
で

す
。
昨
年
優
勝
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
う
っ
た
り
、
み
ん
な
強
そ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
回
戦
で
野
原
チ
ー
ム
は
、
十
点
ぐ

ら
い
点
数
を
と
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
野
原
チ
ー
ム
が
リ
ー

ド
し
て
き
ま
し
た
。

　
野
原
チ
ー
ム
が
、
し
ゅ
び
を
や
っ
て

い
る
と
き
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い

た
、
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
が
な
げ
る
と
、
板

井
チ
ー
ム
の
だ
れ
か
が
う
っ
た
そ
の
球

が
強
い
球
で
、
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
の
顔
に

当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
み
ゆ
き

ち
ゃ
ん
が
あ
わ
て
て
、
自
分
の
顔
を
グ

ロ
ー
ブ
で
守
っ
た
ら
ち
ょ
う
ど
グ
ロ
ー

ブ
の
中
に
ボ
ー
ル
が
入
っ
て
し
ま
い
そ

の
人
は
、
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
野
原
の
チ
ー
ム
で
、
た
ず
こ
ち

ゃ
ん
、
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
ま
ゆ
み
ち
ゃ

ん
、
と
も
こ
ち
ゃ
ん
が
そ
ろ
っ
て
、
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
の
で
最
後
の
回
戦

で
も
や
は
り
野
原
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
れ
で
野
原
チ

　
　
　
　
　
　
　
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
た
。
わ
た
く
し
は
、

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
優
勝
し
た
板
井

　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
に
勝
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
が
、
し
ん
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
何
回
も
練
習

し
た
こ
と
と
、
み
ん
な
が
力
を
合
せ
た

お
か
げ
で
す
。

　
最
後
に
ひ
ょ
う
し
ょ
う
し
き
で
す
。

女
子
の
野
原
チ
ー
ム
は
、
優
勝
ト
ロ
フ
．

イ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
男
子
の
野
原
チ
ー
ム
は
準
優
勝
だ
そ

う
で
す
。

　
来
年
は
、
わ
た
し
た
ち
が
六
年
生
に

な
り
中
心
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
ま
た

優
勝
を
ね
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

隣組でレクリェーション

真夏の一日を荒川で

八
月
一
日
（
日
）
樋
春

（
自
動
車
学
校
前
地
区
）

の
隣
組
主
催
の

レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
大
会
を
、

押
切
の
荒
川
河

畔
で
行
な
い
ま

し
た
。
参
加
者

は
、
四
十
数
名

の
大
所
帯
、
日

除
の
テ
ン
ト
を

張
っ
て
、
お
母

さ
ん
方
の
手
作

り
の
料
理
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
き
な
氷
も
い
っ
ば
い
用
意

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宝
さ
が
し
や
ス
イ

カ
割
り
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
と

盛
夏
の
一
日
を
和
気
あ
い
あ

い
に
楽
し
く
過
し
ま
し
た
。

　
海
や
山
も
結
構
で
す
が
、

近
い
場
所
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を

考
え
な
お
し
た
一
日
で
し
た
。

（
隣
組
組
合
長
坂
本
眞
之
）

茨
．
年
も
例
年
の
と
お
♀
月
亘

譜
か
ら
共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
瀞

　
て
ぢ
ま
す
．
こ
の
募
書
、
鎮

　
薯
福
蕎
募
金
の
藷
い
祉
漁

群
た
カ
め
　
　
　
　
　
　
　
る
た
蝉

　
め
、
喜
毒
つ
か
わ
れ
ま
す
．
｝

　
区
長
さ
ん
を
通
芝
藤
混

蝉
踏
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
。
Ψ

こ
っ
ち
は
僕
の
頭
だ
よ
（
ス
イ
カ
割
り
）
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フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
見
町
黒
岩
に
完
成

　
埼
玉
県
と
雇
用
促
進
事
業
団
の
手
に

よ
り
、
吉
見
町
黒
岩
の
八
丁
湖
畔
に
、

埼
玉
県
吉
見
勤
労
青
少
年
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
八
月
二

十
四
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
働
く
青
少
年
が
宿
泊

し
な
が
ら
研
修
を
行
っ
た
り
、
友
情
の

輪
を
広
げ
た
り
、
自
然
環
境
に
親
し
ん

だ
り
し
て
も
ら
お
う
と
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
北
海
道
千
歳
市
に
つ
い
で
二
番

目
で
す
。

　
吉
見
町
黒
岩
は
、
県
立
比
企
丘
陵
自

然
公
園
の
一
角
に
あ
り
、
自
然
環
境
は

き
わ
め
て
良
く
、
付
近
に
は
、
黒
岩
横

穴
古
墳
群
を
は
じ
め
、
吉
見
観
音
、
百

穴
な
ど
史
跡
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
建
物
に
は
会
議
室

　
　
　
　
食
堂
、
浴
室
も

　
建
物
は
、
洋
風
の
明
る
い
造
り
で
、

内
部
に
は
四
十
八
畳
の
大
広
間
を
は
じ

め
、
十
畳
の
和
室
二
、
八
畳
の
和
室
、

二
十
五
人
が
収
容
で
き
る
集
会
室
、
娯

楽
室
、
食
堂
、
浴
室
な
ど
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
利
用
で
き
る
か
た
は

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
か
た

は
、
働
く
青
少
年
と
、
働
く
青
少
年
の

グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
利
用
に
差
し

つ
か
え
の
な
い
範
囲
で
A
二
・
般
の
人
々

も
利
、
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
利
用
料
金
は

　
利
用
料
金
は
、
一
泊
二
食
付
き
で
、

勤
労
青
少
年
が
千
九
百
円
か
ら
、
小
学

生
が
千
七
百
円
か
ら
、
一
般
が
二
千
二

百
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
利
用
申
込
は

　
こ
の
施
設
の
利
用
申
込
は
、
利
用
日

衛生関係行事予定表

の
三
カ
月
前
か
ら
、
直
接
セ
ン
タ
ー
で

受
付
け
ま
す
が
、
利
用
申
請
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ぐ
わ
し
く
は
、
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

所
在
地
　
比
企
郡
吉
見
町
大
字
黒
岩

　
　
　
　
六
〇
二
番
地

　
　
　
　
〒
3
5
5
～
0
1

電
　
話
　
〇
四
九
三
五
（
四
）
二
〇
三
〇

◆
く
ら
し
の
メ
モ
◆

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
…
…
3

0
品
物
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
出
し
た

　
ら
預
り
証
を
受
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
洗
濯
物
の
内
容
に
よ
っ
て
店
を
選
び

　
「
組
合
加
入
店
」
の
表
示
の
あ
る
店

　
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
貴
重
な
品
物
や
特
殊
な
品
物
の
場
合

　
は
、
賠
償
に
つ
い
て
「
特
約
」
を
し

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

洗
濯
物
が
仕
上
っ
て
き
た
ら

○
で
き
れ
ば
そ
の
場
で
広
げ
て
点
検
し

苦
情
は
す
ぐ
に
申
し
出
る
。

○
納
品
用
の
ポ
リ
袋
に
入
っ
た
洗
濯
物

　
は
必
ず
袋
か
ら
出
し
て
風
を
と
お
す
。

月 行　　　　事 対　象　者 場　　所 時　　間

10

　
　
　
　
月

4日3ケ月児相談 51年7月生まれ 母子センター 1：30
12日乳ガン検診 村内の婦人 〃 1：00
15日狂犬病予防注射 村　　　　内 9二30～3；00

18日妊　婦　検診 村内の婦人 母子センター 1：30
19日生ワクー斉投与 50．7．1～51．6．30 〃 1：30
20日3　種　混　合 49．7．1～49．12．31 〃 1：30
22日一般インフル 47．9．1～48．8。31 〃 1：30
26日胃　　検　　診 成人の男女 農業総合センター （北地区）

27日　　　〃 〃 農村センター （南地区）

29日狂犬病予防注射 役　　　　場 9：30～12：00

29日一般インフル 47，9。1～48．8．31 母子センター 1：30

n
　
　
月

1日3ケ月児相談 51．8月生まれ 〃 1：30
15日妊　婦　検診 村内の妊婦 〃 1：30
18日3　種　混　合 48．7．1～48．12．31

49．7．1～49．12．31
〃 1：30

19日不用犬集収 村　　　　内 9：30～12：00

12

　
月

6日3カ月児相談 5L9月生まれ 母子センター 1：30
20日妊　婦　検　診 村内の妊婦 〃 ユ：30

21日3　種　混　合 49．7．1～49．12．31 〃 1130

52

年
1
月

10日3カ月児相談 5L10月生まれ 〃 1：30
17日妊　婦　検　診 村内の妊婦 〃 1：30
20日子宮ガン検診 村内の婦人 〃

）

）

ン
）

※この表は予定ですので、変更することがあります。

偏厩
　
　
事
故
が
起
き
た
と
き
に
は

　
　
変
質
、
変
色
に
も
い
ろ
い
ろ
な
原
因

　
が
あ
り
、
染
色
、
加
工
処
理
、
縫
製
過

．
程
な
ど
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
以
前
の
段
階

　
に
問
題
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
、
そ
の
原

　
因
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
冷
静
に
考
え
た

　
う
え
、
穏
や
か
に
交
渉
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
当
時
者
間
で
話
し
あ
い
解
決
す
る
の

　
が
た
て
ま
え
で
す
が
、
納
得
が
い
か
な

　
い
と
き
は
、
埼
玉
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

　
環
境
衛
生
同
業
組
合
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
ー
な
ど
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。

目
g
　
D

隔畠

‘6のの

10月は電波障害一掃月間
～テレビのうつり具合はいかがですか～

N　H　Kでは、電波障害の一掃をめ

ざした運動を、10月いっぱいくり

広げます。　テレビの電波に障害

が入り、おこまりの方はN　H　Kに

ご相談下さい。

　埼玉県電波障害防止協議会
　　　　　智0488（33）2041

ハ’κκ浦和放送局営業技術係
　　　　　智0488（33）2041




